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　「この小さな水路が、元の渡良瀬川の跡です。川幅は
約３０ｍ、蒸気船も通いました」――。３歩で３県が巡
れて人気の「平地の三県境」。５月半ば、観光客に地図
や写真で由来を説明する（写真右下）と、「へえ～っ」
と声が上がります。写真を撮ったり（同左下）、ベンチ
で憩ったり。「おもてなし」にやりがいを感じます。
　私、大塚和雄（同上の中央）は、「板倉町観光サポーター
クラブ」の代表です。栃木市が養成する「渡良瀬遊水地
ガイドクラブ」で活動しつつ、独自の活動も行おうと３
年前に結成しました。現在１４人。三県境は、最初から
活動拠点の一つです。首都圏などから多い日は約５００
人が訪れます。しかし、案内者は現時点では『空白地帯』。
春秋の連休に約５日間ずつガイドを始めました。
　歴史を学び、資料を収集。そして、説明では地元民と
しての日常体験が生きます。会員の多くは地元に住みつ
つ買い物、病院などは茨城県古河市や埼玉県加須市など
と行き来し、日々「暮らしが三（四）県境」なのです。
　私、二ノ宮和良（同前列右）は、副代表です。今春、観
光の足を延ばし、広げてもらう試みをしました。三県境

で『引換券』を配って、仲間のガイドがいる雷電神社に
持って行くと「特製缶バッジ」を差し上げたのです。約
１００人が応募。ここを『南の玄関口』に、遊水地一帯に
観光周遊ルートを広げたいですね。予約でも案内し、同
町産業振興課商工観光係（☎０２７６-８２-１１１１）へ。
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雄 さん三県境でガイド
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